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退職金制度の改定に伴う特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 平成 24 年１月 27 日付「定年および退職金制度の改定に関するお知らせ」にて公表しまし

たとおり、当社は平成 24 年４月１日をもって、定年年齢の満 65 歳への統一と、確定給付企

業年金制度と確定拠出企業型年金制度とを組み合わせた新たな退職金制度への移行を実施す

ることとしました。 

 この退職金制度の移行に伴い、特別損失が発生することとなりましたので、以下のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の内容 

 

平成 24 年３月期決算におきまして、退職金制度の移行に伴う退職給付制度改定損 14 億

50 百万円を特別損失に計上する予定であります。 

 

２．今後の見通し 

 

上記特別損失の計上等により、平成 24 年３月期通期業績予想を修正しておりますので、

本日（平成 24 年２月 29 日）公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をあわせ

てご参照ください。 

なお、本制度改定により、退職給付債務（ＰＢＯ）は 126 億円から 43 億円へと 83 億円

削減され、次期以降の退職給付費用は、年間 3 億 50 百万円程度減少するものと見込んで

おります。 

 

以  上 


